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皿

〈美術部会〉

研究主題

「個に応じた指導 と多角的な評価の在 り方」 ～短時間題材の活用を通 して～

研究の概要

平成14年 度は、指導と評価の一体化を図ることを目指 し、美術で育て る基礎 ・基本の明確化と、その育

成を図るための評価の在 り方や指導 ・評価計画について研究 した。

そこで、本年度はその成果を踏まえ、美術における基礎 ・基本を再確認 し、その確実な定着を図るための、

過程を重視 した多角的な評価の在 り方 と指導 と評価の一体化、そ して多様な題材体験の必要性から、短時間

題材の活用の重要性に着 目し研究開発を行った。

皿 研究 の内 容

1美 術で育てる基礎 ・基本 とは

小 ・中学校の図画工作 ・美術の授業を受け、やがて成人 した人たちから、「描いた りっくったりするこ

とは、とても面白い…」という言葉よりも、「美術は苦手だ…」、「絵は描けない…」、「美術作品は観ても

分からない…」などの声が多く聞かれる。

美術教育は、得意か苦手か、分かるか分からないかな どと、自己認識 させるための教育ではない。ま

た、作品の評価により上手いか下手か等の尺度で、生徒の技能等を序列化す るためのものでもない。

現行の学習指導要領の改善の基本方針には、「児童生徒が生活を明るく豊かに し生涯にわたって楽 しく

描いた りっくった りする創造活動を促すことを重視 し、表現や鑑賞の喜びを咲わ うとともに、豊かな表

現活動や鑑賞活動をしていくための基礎 となる資質や能力を一層育てられるようにする。」とある。

美術の授業において ともすると、素晴 らしい作品をつくることを目標にした指導によって、完成作品

の出来栄えを評価することを中心とした、いわゆる作品主義的な傾向が見 られたが、美術の指導の 目的

は、表現や鑑賞の喜びを味わ う活動を通 して、学習指導要領に示 されている基礎 ・基本("美 術では ぐ

くむべき資質や能力)を 、すべての生徒に砲実に育成する点にある.
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ζ学習指導要領 《表現及び鑑賞の指導上の配慮事項 》

1・ 各学年の「A表現」の指導に当たっては、生徒の学習経験や能力、発達特性等の実態を踏まえ、生3

1灘;難 叢や羅 懸;欝=1二1;i
ター ノ㌔ノ〉㌔ノL'一"--"～^"-v>V"twwwMww、 一 →へ.WtxvVへttψ"A'¢r(!VV'

人間の自己実現の欲求は、他者からの力による対応的な行動としてではな く、自分の内にあるものを

外に押 し出していく主体的で表現的な行動 として表れ、自分 らしく表現する喜びは、自分のよさや可能

性を発揮 し、自己実現の喜びを実感すると言われている。上記の学習指導要領の 《配慮事項》に示 され

ているように、生徒の学びのプロセスや 自己実現の喜びを大切にした、「個性を生かす教育Jと しての指

導の在 り方が重要なのである。

それが、特定の技術を徹底 して身に付けた り、高度な表現方法 を習得するような指導であった り、題

材の設定において偏 りがあった りしていては、本来の目的からかけ離れたものとなって しま う。

まさに新 しい学力観で示されているように、自ら学ぶ意欲や思考力、判断力、表現力等 を重視 し、自

ら学び 自ら考えるカなどの[生 きる力]の 育成を図ることが重要なのである。

そこでまず、すべての生徒にはぐくまなければな らない美術の基礎 ・基本にっいて、学習指導要領に

示 された美術の教科目標 と内容、及び美術の評価における観点の趣 旨をもとに、再確認 したい。
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《教科目標》 表現及び鑑賞の幅広い活動を通 して、美術の創造活動の喜びを味わい美術を愛好する心情を

育てるとともに、感性を豊かにし、美術の甚礎的能力を伸ばし、豊かな情操を養 う。

《各学年の目標》

11学 年】O楽 しく美術の活動に取 り組み、美術を愛好する心情を培う。

O対 象を深く観察するカや、豊かに発想 し構想する能力や基礎的技能を身に付け、

具
創意工夫し美しく表現する能力を育てる.

O自 然や美備作品などについての基礎的な理解や見方を広げる。

【2・3学 年】O主 体的に美術の活動に取り組み、美術を愛好する心情を深める。

0独 創的 ・総合的な見方や考え方を培い、豊かに発想し構想する能力や自分の表現

方法を創意工夫 し創造的に表現する能力を伸ばす。

O自 然、美術作品や文化遺産などについての理解や見方を深める。

《評価の観点及びその趣旨》

美術への関心 ・意欲 ・ 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

搬
主体的に表現や鑑賞の創 感性や想像力を働かせて 表現の技能を身につけ、 美術作品や文化遺産など
造活動に取り組み、その 感 じ取ったことや考えた 造形感覚や感性などを働 に親 しみ、完成や想像力

喜びを味わい、美術を愛 ことな どを基 に、豊かに かせ、自分の表現方法を を働かせてよさや美しさ

好 していこうとする。 発想 し、よさや美 しさな 創意工夫 し創造的に表 などを感 じ取り味わった
どを考え、心豊かで創造 す 。 り、理解 した りす る。

的な表現の構想をする。

(1)表 現にかかわる基礎 ・基本

ア 自分らしく主体的に造形表現渣動する喜びの実感 《美術への関心 ・意欲 ・態度 》

イ 表現 したい自分の意図や思いにしたがって、豊かに発想 し構想を練る能 力 《発想や構想の能力 》

ウ 自らの意図や思いを効果的に表現するために、自分らしい表現方法(材 料や技怯)で 表現するため

の基礎的技能 《創造的な技能 》

② 鑑賞にかかわる基礎 ・基本

ア 主体的 に鑑賞活動す る楽 しさの実感 《美術への関心 ・意欲 ・態度 》

イ 美術作品などに接 し、自由に感 じ考えた り自分の見方や感 じ方を深めた りす る能力 《鑑賞の能力 》

③ 豊かな感性 ・豊かな情操

これ らの資質や能力が身に付いていく中ではぐくまれる、価値あるものに気付 く感覚や、深 く感 じ

取れるような感性、そ して美 しいものや崇高なものに感動す る豊かな心

《美術における基礎 ・基本}

造形表現活動や鑑賞活動の喜びや楽 しさを実感 し、それが生活の中で美 しさや よさを求める心や行

為 となって表れ、生涯にわたって 自分 らしく表現活動 した り鑑賞活動 したりすることを通 して、心

豊かな生活や人生をつくりあげていくための資質や能力

2短 時間題材の活用について

(1)短 時間題材の必要性

先に述べたように、美術における基礎 ・基本 とは、特定の技術を徹底 して身に付けた り、高度な表現

方法 を習得することではない。

「作品づ くり」中心の美術ではな く、「資質 ・能力を育成する視点 をより明確にした美術」の在 り方か

ら考えたとき、3年 間の限られた美術の授業の総時数(115時 間)の 中で、多様な題材体験の必要性や、

生徒の資質や能力の確実な育成を図るための、多角的な評価 と、その評価に基づいた個に応 じた指導の

工夫の重要性から、短時間題材の活用は極めて有効 と考え、具体的な授業実践を通 し研究開発を行った。
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33年 間を見通 し短時間題材を生か した継続的 ・発展的な題材の配列例一 一
色 のイメージを表そう(1h)

イメージやテーマを繕想 し、に じみ

やぼか しの鋤果 を使 って表す。

【指導事例1】
o

・・→〉

虹を描こう(lh)

3原 色醗の具を使って、混色

により虹を描く。

円柱を描こう(lh)

鉛筆で円柱 の立体感 を表現

する。

も一 」■ ■ ●

■
・ 水彩面の技法=三 原色や混色にっいて ・.●

■ ● ●o

「レタリングの基礎(1h)「

"永"の 字を明朝体やゴシック体で

● ■

■ ・

、 、
=

▼

●

チ

書 く。
、

「花のスケ
ッチ(2h)「

㌧ 」
、
■

花の美しさを感 じ、よく見てデッ 41・

三 ● サンし彩色する。
● L」 o

豊 、 ■ ■

、 ▼ ぢ 'r ひ らがなデザイン(1h)

好 きな宇 を自分な りにデザイ ンし

て、好きな色の紙に書き切 り取り、

別な色の紙に貼 り付ける。

南

●

自画像を描こう(6h)

自分自身をよく見てデッサンし、

彩色する。 圃
●

奮

L

置 ●
■

,
●

●

鉛筆デッサン.陰 影 と立体感:

:

手を描 こう(lh)

鉛筆で手をデッサンす る。

モダンテクニック(2h)

様々な技法を使って、実験的な

作品をつくる。

色彩の勧果.形 の工夫

綻 文字(4h)

字の意味が伝わ るような、絵文字を

肇想 しレタリングする

.4 自画像の額をつくろう(5h)

様々な技法や材料を使って、自由に

制作.
'、=

L

好きな美術 作 品 を紹 介

しよう(2h)

指定された作品群か ら、

好きな作品を選び、みん

なに紹介する。一
ポスターをつくろう(8h)

伝 える目的を考え、わか りや

すく印象的に表現する。

季節 のイメージ(7h)

春夏秋冬の字のどれかを使って、字

と背景を、季節感が表れるように、

様 々な技法や材料を使って自由にデ

ザイン し制作する。

コンピュータを使った表現

(2h)

コンピュ・一タを使った表現

を実際 に行ってみる。

●
●

コラージュで表す(5h)

美術作品のコピーを使いコラージュ

して作品を再構成する。

「

Q&A鑑 賞(1h)

指 定 され た作品につい

ぐ ・・… て・晦 をつくる・【指導事例2】

ノ・o

.■

.■.自 由 に気 付 き考 え る
■

心 の中の情景(7h}

自分の心の中の世界をイメー ジし

て自由に描き、様々な技岳や材料

を使って制作する。

見方を変えて描こう(5h)

普段見る目の高さではなく、アングル

を変え強調や省略などを使って描 く,

カレンダーをつくろう(4h)

画像や操った写真を、コン

ピュータで処理 してカレン

ダーをっくる。

2コマアニメーション(1h)

赤 と青の二色ペンで、同じ画面の中に2コ マの

マンガを描く.赤 青のセロファンで作った眼鏡

をのぞいて左右に動か し絵の動きを楽 しむ.

の

▼
ア ニ メー シ ョン を つ くろう(6h)

パ ラバ ラ ア ニ メー シ ョン 作製 ソ フ トを使

って 、ア ニ メー シ ョン をつ くる.

水塾画を描二う(4h)

墨の特性や にじみやかすれ

の技法を生かして表す。
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(配列例を示 したもので時間数との関連は考慮 していない.7第2・3学 年の題材は第1学 年の題材を踏まえて設定)

第1学 年

造 形の秩序(lh)

美 しさの秩序を知 り、作品を鑑賞

しなが らどのよ うに衷現に生か

されているか学ぶ。

■

自然物 からの 平面構 成(4h)

自然物をよく観察 し、外形や断

面な どか ら色や形を発想 し構

成する.

■
●

●
■

■ ●

●
■ ●

●
●

■

コースターをつくろう(2h)

色々な形を組み合わせ、]一 スター
騨 の下絵を構成 し、革の特性を生か し

てつ くる。【指導亭例3】

銅板レリーフ(6h)

銅版やレリー フの特性を理解

し、自由な題材でっ くり上げ

る。

粘 土でつくろう(7h)

手のデ ッサンをもとにして、

彫塑をつくる。

自然のオゴジェ(4h)

自然の材料や廃材を使い、

アイデアでつくる。

't'tL隔
.

●

O

■

,

O

O

■

O

●

●

.
・
…

伝統の文様(1h)

日本 に伝わる文様に関心

を持 ちその美 しさを味わ

つ。

彫りの基本(2h)

基本の彫 り方を学ぶ。

●

■

●

●

木彫の額(10h)

鍋版 レリーフを飾るための額

を、基本の彫り方を生か しな

がら制作す る。

鳥をつくろう(8h}

様々な素材 を使 って、自由な発想で鳥をつ く

り着色する。

第'2・3学 年

使 うための陶芸{6h)

粘 土の特性 を理解 し使

うこ とを考えてアイァ

アを練 りっくり上げる。

印象派 と浮世絵(2h)

日本の文化の特徴や素晴

らしさを、印象派の絵画を

通 して学ぶ,

ア ー ル ヌー ボ ー を 学 ぶ

(1h)

エ ミー ル ・ガ レの 作 品 につ い

て 、 自由 に話 し合 う。 ㌦

年賀 状の版画をつくろう(5h)

多色摺 り版画を、自由なデザイ

ンでつ くる。

日本の木造建繁 の美(2h)

披術や造形の素晴 らしさを

学ぶ。

■

ワイヤーアー ト(2h)

針金の特性を生か し形 を単純化 し立体で表

現する。

生活の 中の明かり(8h)

明かりの持っ働きを考えアイデアを練 り、つ く

るための材料を考えつくり上げる。

いろんな建物を見てみよう(3h)

世界の歴史的な建造物を調べて、

意見交換する。

環境の デザイン(8h)

身の回 りの環境に 目を向け、利用

する人に優 しい環境を考え、模型

をつくって表す。

●
●

●
●

修学旅行記の表紙をつくろう

(7h)

修学旅行記の表紙 のアイデア

を練り工夫 して表現する.

共につくる思い出(5h)

様々な素材や技岳を組み合わせ、学校生話の思い

出を表現するためにアイデアを練 り、グループで

つくり上げる、
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口.畠 ・,・ 「1 / 日團 で楢 ぶ表 の 基礎 ・基 幌 想するカ、色の盤)

1題 材名 「色でイメージを表そうe一 にじみやたらしこみの披法を使って一」全1時 間

2題 材の 目標

グループで協力し学習成果を確かめ合いながら、にじみやたらしこみの技法を使った色彩の美 しさを生かして、一人ひと

りの自由な発想を生かして楽しく表現活動を行う。

POlnt

本題材の特色は、以下の2点 である。

①水彩画の技法に苦手意識を持たずに、色彩の美 しさを味わいな炉ら楽しく制作できること。

②効果が予測しきれない偶然性の面白さから、生徒が興味や関心をもちやすいこと。

この題材は、水彩画のみならず.平 面構成における配色の工夫や構想画などの作品への展開が可能である。

3題 材の評価規準

7美 術への関心意欲態度 イ 発想や構想の能力 1ウ 創造的な技能 ヱ 鑑賞の能力

に じみやたらしこみの表現

に面白さを感じ、意欲的に

活動に取 り組もうとする。

自分らしいイメージやテー
マを発想 し、意図に応 じた色

や形の組み合わせを栴想す

る。

にじみやたらしこみの技法'

を活用し制作する。

色の美 しさを生かした様々

なイメージの表現の良さや

美しさを感じ取る,

4指 導の流れと評価の計画

評価規準 (C)と判断される状況 (C)と判断した生徒への手立て (A)と判断する視 点

参考作品を見峯 7 準備 を行おうとしない。7 「グループで協力する と作業が早 く 7率 先 して、準備 し

↓ 魎 進むホ㍉ 一緒に分担 しよう。」 よ うとす る。

導 水彩絵の具を使った、 進んで作業の準備を

に じみや たらしこみの グループに指示 し仕

入 説 明を聞き理解する。

↓

事内容 を割 りふ る.

グルー プ ごとに手早く

準備を行 う。

1枚 目の固用紙 に記名

一
7イ 作業に取りかかれずに 「友達 と同 じや り方で一緒にや って 7積 極的にダループ

し、にじみ・たらしこみの

技法を使って、自由に着
國 い る。 ア み よう.」

「最初は実験のつもりでやってみよ

で臨力 して作業 を進

め、成果 を債え合い学

色する。

↓
圖 う。」 ぴ合ってい る.

学習成果を確かめ合っ
て、助 け合 ワて作業を

農 すすめ る.

↓

1故 目の作品を見て、

開 その作品の題名を書

く。

↓

次の 作 品では 、先にテ
ーマやイメージを決めて

書き込む。

アイウ

國
テーマ やイ メージが思

いつ かず、書 けずに い

「どんなイメージ に したいのか

な。」

イ 自分 らしい発想 を

生か してイ メージが

る。 イ 「自分の好きなものや言葉を考えて 描ける。効果的 な色が
↓

イメージにあわせて、
圏 み よ う。」 選べる。技法を応用 し

色や形を工夫す る.
「同 じグループの人の題名はなんて た効果が想像できる.

ユ
書いてあるのかな。参考に してみ ウ 技法や用具を工夫

技 怯を使って制作 し、 よ う。」 して意図 した色合い

成果を確か める。 水が少 なすぎて、たらし r一緒 にや つ てみ よ う。」 をつくることが出束

↓ こみの披怯が生かせな る 。

3枚 目に挑戦する。 い。 ウ

グルー プで脇力 して片 アエ 作品に輿喋 を示 さない。 「この作品のどのような所が良くで エ 自分で作品を選
ま づ け。 圖 工 きて い るの か な。」 ぴ、作品の良さや美 し

と

め

自分の 作品や友違の作

品 につ いて、感 じたこ

とや気 付いた ことを発

表する。{ワー クシー ト

に記 λ}

囲 「この作品ほ色ぷぴ ったりだ執 他

にも色がいい作品はあ るかな。」

「この作品は形が工夫 され ている

ね。他にもいい作品はあるかな.」

さについて、自分 らし

く答えられ る。
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、 ・盟 ・ 「2凸/短 日日 で 幽 ぶ の ・基 〔鑑賞の 力 美
主 的に つめ)

1

2

題材名 「Q&A作 成 と意見発表から始め る、主体的な鑑賞活動。 」全1時 間

題材の目標

生徒が自分らしい感じ方見方で作品に接 し、質問と答え(Q&A)を 作成することで、自由に気付き考えることを重視し

た主体的な鑑賞活動を行い、さらに友達の質問や答えを聞くことで、自らの感じ方見方を深めた りすることを楽しむ。

■

POlnt

本題材の特色は、以下の2点 である。

①知識を与えられ理解するのではなく.生 徒が自由に気付き考えることを重視した鑑賞活動である。

②友達の質悶や答えを知 り意見交換する二とで、自己の憾 じ方見方を深めることができる,

本題材は、様々な鑑賞活動の基本となる活動であり.作 品理解の能力がはぐくまれることは、表現分野でも役立つと考える。
■

3題 材の評価規準

美術への関心 ・意欲 ・態度 鑑賞の能力

美術作品に関心を持ち、他者の意見を聞くことを通 して、作品に対

する理解や見方を深めた り広げた りすることを楽 しむ.

作品を注意深 く見つめ、自分らしく感 じ気付き考え、友達の意見を

闘 くことを通 して、作品に対す る理解を深 め、見方を広げ る。

4指 導の流れと評価の計画

指導の流れ 具体的な醤緬 基準⑳ ㊤ (O)と判断 した生徒への手立て ω と判断する視点

導 授業の方法を理醒 させる。 授業のや り方がわからない生徒 は、

入 +美 術作品を見て質問(Q〕 に答える。 繰 り返 し説明する。

+質 問は生徒が作 り、先生から全員にす る. 先入観か ら抵抗のある生徒には、知
や どんな質問、答え{A)で もよい。

謹理解を求めるのではないので、自身
命 質問の独は多い方がよい。

の戚 じたままに書 けばよいことを説
φ 自分の質問には笛 えを、できるだけ書 く。

↓
明す る,

プ ロジェクター とプ リン トで作品提示す る。
作晶を拒否する場合は、なぜ、どこ

ジョル ジョ・デ ・キ リコ 「衡 の神 租 と憂 灘」 畳
㊤ 作品を注意深く見つ が気に入 らないのかを、→緒 に考 えて

↓

「Qj作 成用紙配布する
め る。 みるように促す。

展

朋

「O」の作成を指示す る。用舐の楓は5つ,

各 「Q」には[A]の 欄 もついている◎
匡

(15分 程 度)

↓

⑱ 自分 ら しく舳 に気

付き考えて、質問を作成

する。

「Q」がつくれ ない生徒 には、第 一・印

象で感 じたこと気付いた ことや 、不思

膿に思ったことを聞き、それを 「Q」

にできるように助言す る。

㊧ よく作品を見て

「Q」を多く作成で

きる。「Q」の視点、

内容がよい。

「Q」用紅回岨 して、「A」用紙を配布する。

「A」 用紙 は槽 が5っ 。

さらに感想欄 と自己評価欄がある。

孟
.

例1質 闘1

「ここは 備 の場所}ど こですか?」

絵 をよぐ見て各自 「A」用紐に記入させ る。 ⑱ 作品と鑑賞活動に関 自信がないために記入できない生
⑭ 率先して鑑賞授

業をリー ドしてい

回筈 を発表させる.

↓

二次的質問をす筍。

「なぜ、どこを見てそ う思ったのか」

「友達の意見についてどう思 うか」

↓

質問2以 下も二次的質問をし、回答させる。

心を持ち、意欲的に取 り

組む.

⑱ 友遷の気付いた こと

や考 えたこと聞き、自分

の感 じ方見方を深めよう

とす る。

徒も安心 して記入できるような雰囲

気づくりに努める。

うま く意見交換ができない生徒 に

は、まず聞くことを促 し、後か ら意見

を発歳 させ る。また、話し合 いに挙手

することで参加 させる.(向 じように

感 じた人は…、違 ったように感 じた人

は…)

る.

⑱ 発表 したrA」

の内容が よい。

二次的質問に的確

に回答できる。

知識、情報が必要なら教師 から説明する。

ま すべての生龍の発言 を腸めながら、 ⑰ 鮭賞活動に面白さを 鑑賞活動に否定的、拒否的な生徒がい ㊥鑑賞活動に濯沁
と

め

質問1～5ま での意見を集灼する。

出題できなかった質問について

考えることを促す。

1

感想 と自己評価を肥入 させる。

感 じる。

◎ 自分の感 じ方見方を

深めよ うとする。

た場合は、個別に話を聞 き指導す る。
と意欲をもち、とて

も喜びを怨 じてい

る。

㊧轍 ・ら鑑賞力

1
が深まった ことが

用 紙 を回 収す る。 、
証みとれる.
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(2)短 時間題材のとらえ方

ア ーっの独立 したユニ ットであ り、1・2時 間程度で完結 した題材である。

イ 基礎的な技能を確実に身に付けるため、または振 り返 りやまとめ学習 として行 う。

(3)短 時間題材の長所と短所

く長 所〉

ア 苦手な題材でも意欲的に取 り組みやすく、一時間一時間が充実 し、集中して取 り組む ことができる.

イ 基礎的な能力の定着を図るための題材として設定し、その上で発展的な題材へ と展開できる。

ウ 限 られた年間総時数の中で、様々な題材体験が可能となる。

〈短 所〉

ア 作品を長い時間をかけてつ くり上げた充実感を味わえない。

イ 短時間題材を相互の関連のない独立 した授業としてだけで設定すると、診断的な評価のためだけの、

課題テス ト的なものになって しまう。

(4)短 時間題材の効果的な活用方法

長 く時間数を篠保 した題材は、生徒が表現形式や表現方法を選択した り、様々な試行錯誤や じっくり

粘 り強く制作することを通 して、生徒に作品を仕上げた時の成就感や充実感 を実感 させ ることができる。

しかし、表現形式や方法を限定するような一定の題材をあま りに長く設定 して しまっては、学習内容

に片寄 りが出てしまった り、生徒によっては美術全体に対する苦手意識を持ってしまった り、また、限

られた表現方法のみの評価では一面的な評価 となって しまい、本来の評価の観点の趣 旨か ら外れたもの

ともなってしまいかねない。

そこで、長時間の題材 と短時間題材を密接に関連付け、効果的に組み合わせることにより、長時間の

題材の短所を補 うことができる。短時間題材は基礎的な内容の定着などとして行い、長時間題材に発展

的にっなげていくように計画 し、また、最後のまとめ学習として活用することも考えられる。

(5)短 時間題材を活用 した指導と評価の一体化

短時間題材においては、評価の観点を焦点化 し、短い限られた時間の中で、生徒のいかなる資質や能

力を発揮させ育成させ るかとい う明確 な意図と書十画を持って取 り組み、授業中の個々の生徒の様々な状

況を敏感にとらえ、個に応 じた指導の充実を図る。これ らのことは、短時間の題材であるが故に、ただ

生徒に作業 させ るのみで、教師は前でただ全体を見渡 した りしているだけといった課題テス ト的なもの

になって しま う恐れがあるため、あえて意識 して取 り組まなければな らない。

授業後にも、体み時間や放課後等 を使い、出来上がった作品とともに授業での様々な生徒の様子につ

いて、記憶があいまいにならない うちに、記録 としてとどめてお くことが重要である。 このよ うな記録

の蓄積によって、継続的な個に応 じた指導の充実に役立てることができる。

短時間題材は独立 したユニッ トとして設定 されるが、その他の題材との関連において、的確に位置づ

けられたとき、その有効性を発揮する。

次に、短時間題材を生か した題材の配列例を具体的に示 し、長時聞の題材 とのかかわりの中での短時

間題材の効果的な配列を考える。
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「1 /短 で ぶデザイン 工蕾の ■

く ・ す る 力)

1題 材名 「コースターを作ろう。一皮草 レリーフの技法を使 って一」全2時 間

2題 材の目標

抽象形(正 方形、長方形、三角形、円、線など}を 組み合わせ、「形の分割、配置、繰り返し、大小によるリズム感 ・バラン

ス感」「点や線」などの構成の基礎を学び、美しく、使いやすいコースターをデザインする。

-ρ
oln十

本題材の特色は、以下の2点 である。

①様々な形や大きさのパーツをあらかじめ用意しておくことで、実際に並べたり、組み合わせたり試行錯誤を繰り返しながら、構

成の効果を学び構想を練ることができる。

②下地の上に皮革を貼るので、下地制作の技術的な差にあまり関係なく、美しく仕上がるため、完成時の生徒の満足感が高い。

本題材はデザインにおける平面構成や、彫刻の浮き彫り(半 立体)な どの題材との関連で、基礎的な内容と位置づけられる。

3題 材の評価規準

ア 美術への関心意欲態度 イ 発想や構想の能力 o創 造的な按能 =鑑 賞の能力

デザインや工芸のよさや美しさに関 感性や創造力を働かせて、形 自分の表現意図に デザインや工芸について

心をもち、自分らしくよりよい表現を目 の組み合わせや並べ方を、自分 応 じて、形や材料, 見方を広げ、その働きについ

指 して試行錯誤 しつつ創意工夫するこ らしく豊かに発想し、構想を練 用具についての甚礎 て理解し、その多様な表現の

とを楽 しむ。 る。 的知識や技能を活用 よさや美 しさを感 じ取 り味

し制作をする。 わ う.

4・ 指導の流れと評価の計画

鑑

賞

表

現

主な学習活動

囲 オを擾示する。

(コー スターについての説

明を含む)

↓

参 考作品を提示する.

Oワ ー クシー ト1(表 現〕

構成の基礎皆掌習する。

r形の分割、配置、繰 り遮 し、

大小によるリズム感 。バラン

ス曲 「点や線の配置」など,

`

さまざまな大きさで作 られ

た白色の厚瓢の抽象形(正 方

形や長方形、三角形、円肱

線など)の パーツを並べた

リ、組み含わせた り、賦術賃

誤 ・窟憶 工夫しながらアイデ

アを練る。

コースター としての用途 や

機能性を考慮する。

且

アイ子ア スケ ッチを完成 さ

せ る。 …アイデアの決定

↓

アイデアスケツ子等にLた

がって.下 地を制作する。

…下地のi誠

↓

羊皮を下地に貼 り付ける。

皮革の特性を知る。

皮の棄材とふれあい、よさを

発見 し、素材感を味わ う。

↓

具体的な評価基準

7① デザインや工芸に関心をもち、よさ

や美しさなどを感 じ地ろうとする。

ユ勝 考作晶や互いの作品について、そ

の多様な豪現のよさや美 しさを感 じ眼

り味わう。

7② 自ら進んで舜想 ・構想の能力や表現

の基礎的知識や技能を身に付 けようと

する。画
7⑪ 自分 らしくよりよい表現 を目指 し

て試行蜘 瞬しっっ創意 工夫す ることを

楽 しむ.

イ①自分の表現意図に応 じて、自身らし

く豊かに発≡極国一る。

イ②構成の蹴 や技能を理解 し、

モれらを活用 して構想をする。

イ③用途や磯能 と美 しさの関係を考え

て発想する。

糠 ■トクトト・圃

胸

ウ①皮革などの材料や用具、っくり方に

つG)てのi轍 魯や妓能を理解し、身

に付けている。

囲

{C)と判断した生徒への手立て

題材への興味を喚起するために、わ

か り」Pすく個別に指導する弓

実際にパーツを使い、構成の要素を

示 しなが ら再度脱明ずる。

アイデアが思い浮斜 まない場合;ま、

興味 ・閲心を示す作品や構成の要素

の模倣、資料を活用するなど具体的

な方岳を助言 し、少 しずつ主題を固

めさせ る。

コースターの用途や機能性が理解で

きていない生徒へは 参考作品を例

に実瞭にカップを置き、確詔させ る。

羊皮が うまく貼れない場合は、皮革

の特性 を再度確認 させ、丁寧に、あ

せ らずゆっくりと貼れ るよう棚llに

指導助曹にあたる。

(A)と判断する視点

7題 財 に強 く関 心を も

ち、積極的によさや美 しさ

を贔 じ取ろうとしている。

7真 剣なまなざしで作業

し髄行錯誤 ・創意工夫 しな

がらいくつも案を つくる.

イ 構想 を何度 も練 り直

し、向上 している。

独創的で美 しいデザイン

を考えている。

用途 や機能性を十分に理

解 し、美との鯛和を考えた

デザインをしている。

ウ 計画的に丁寧な作業が

できる。

皮華の特性を十分に理解

し、隻 しく丁寧 に貼ること

ができる。
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主な学習活動 具体的な評価基準 (C)と判断した生徒への手立て (A)と判断する視点

表 仕上げをする. 膚き方が雑な場合は、一緒に作業 し ウ 仕上がり具合にこだ

磨き及び塗装 なが らその効果 を示 し、個別に指導 わ りを持ち、丁寧に磨い

現 ・・作 品の完 成 す る。 てい る.

Oワ ークシート2(鑑 賞} 7① 鑑賞に思 うように取 り組めない生徒

互いの作品を見含い.そ の多 吻 へは、①面白い形の組み合わせや美 ヱ 友達の作品のよさや

樺な表現のよさや美しさを エ②美と機能性とのかかわ りに気付き. しい構成ができている作品の例を示 美 しさを様 々な視 点か ら

感 じ取る。 生活におけるデザインや 工芸の働きに す。{肱 蓮の表現の良さや工夫点を 的確に感 じ取っている。

鑑 ↓ ついて理解する, 一つひ とつ見いだせるよう箇条書 き 美と機能性の調和に気

実際 に使用 しなゐ{ら、機能と 画 させなが獺 させる。③その作品 付き、十分に理解 できて

賞 美の関像、皮革の特性や素材 のよい点を示 し、工矢 した点、苦労 お り、今後の制作に生か

感 を生かした雍現について、 した点について、制作過程を迫いな すことがで音る.

そのよさや蔓 しさについて がら確認 し、箇条書きさせる。

考 える。 [ワー クシー ト2の 内容]
… ワーケ シー ト2の 記入 ・友達の作品について…気に入った作品、よさや美しさな ど鞘見 したこと、考えたことなど。

・自分の作品について…輿際に使用 して、発見 したこと、考えた こと、今後の制作に生かしたいことなど。

5ワ ー ク シ ー ト1

ワークシー ト1第 一掌年(デ ザイン ・工芸)
rコースターを作ろう」デザインを者える。

★アイデア① 白い厚紙で作 られたいろいろな
パーツを実瞭に配置しなが らデザ

インを考えよう。

【メモ欄

★アイチア② スケッチ 」ながらデ ザインを考えよう.

または、アイデア①で考えたデザイン

を描き留めておこう。

6作 品例

7評 価補助簿(個 人カルテによる評価補助簿の例)

1年O組O番 氏名OOOO

題 材 名1「 コース ター を作 ろ う。 一皮革 レ リー ヲの技法 を使 って 一」全2時 間

内 容 関心 ・意欲 ・態度 発想や構悲の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

O

月

鱈材の提示

ワークシー ト1
A◎c A◎ ⑭ AB◎ A◎c

o (表現) 構類をまとめられな 貼 り方が雑。極 との

日 ・楕 想 い。構戒の要素の中 聞に隙間あ り.衣 回

O

校

・下均 作 り から一つ を選ばせ、

パーツを置かせてみ

る。賦行錦娯 を始め

最初にア ドバイス。

時 た 。

O

月
O

皮の貼 り付け

廿上げ

ワー ウシー}2

A⑨c ABC

論駄.
ABC

メモをとりながら熱

臼 〔鑑賞) 寧に」どア ドバイス. 心に作品を鑑賞して

O
校

蹴閻な くうま く貼れ

た.皮 も同棟にうま
く貼れた。

いる。

友違の作品のよさが
よ く感 じ取 れて い

時 る。`ワ ー クシー ト〕

O

月
ABC ABC ABC ABC

o

日

『完成作品』

.端

'
.L

η

螺
郵
. 鰯

舞
ぐ
鴇

望,艶』

互

島
訂

・覇

二

、

も
、
=

.

藤
緕

、
N
、

翁

彗

邑vv

・
...機 ㌔.1

褒ダ 概
属 イ
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V三 年 間 の 研究 の ま とめ

今年度美術部会では、これまでの2年 間の研究の成果をふ まえ、「個に応 じた指導の工夫 と多角的

な評価の在 り方」 とのテーマを掲げ、効果的で多様 な題材の設 定と、多角的な評価に よる個 に応 じ

た指導の充実を図るには、短時間題材の活用が重要で あると考え研究開発 を行 った。

以下 に、本年度まで3年 間の研究の成果 をまとめる。

@美 術における基礎 ・基本について

全ての生徒が身に付けなけれ ばな らない美術 にお ける基礎 ・基本 とは何なのか と考 えた とき、

ともす ると、題材 の設定において偏 りがあったり、特定の技術を徹底 して身に付けた り、高度な

表現方法を習得するようなものになって しまっていた り等の問題点が見受けられる。

生涯にわたって自分 らしく表現活動 した り鑑賞活動 した りす ることを通 して、心豊かな生活や

人生 をっ くりあげていくための資質や能力こそが、美術における基礎 ・基本 である。

美術の授業の 目的は、生徒 の表現活動 における完成作品の出来栄えや 、美術作品や美術史にっ

い ての知識を どれだけ教え込めるかではなく、表現活動 と鑑賞活動を通 して、すべての生徒の、

美術 における資質や能力を生き生 きと発揮 させ、育成す ることにある、ただ 「作品づ くり」のた

めの美術の授業ではなく、「資質 ・能力を育成する視点をよ り明確に した美術」の在 り方が重要な

のである。

⑨ 評価について

目標準拠評価(い わゆる絶対評価)は 、他者 との比較 な どの要素や 、教員の 「恣意的」な判断

に左右 されてはならないものである。

また、資質や能力 を確実に育成するための評価の在 り方 を考 えたとき、作品のみ による評価で

はな く、過程を重視 した評価の充実によ り、授業中の活動の様 々な場面で、生徒の状況を細やか

に見取 りなが ら、的確な指導の手立てを講 じてい くことが極めて重要である。

そ こで、美術 の評価における、妥当性の向上と信頼性の確立のための重要な視点は、以下の4

点 と考える。

① 教員 自身 の美術教育者 と しての専門性の不断の向上のため、学校の枠 を超 えた、複数の教員

に よる評価情報の交換や、評価 に関する研修 の実施

② 一面的な評価や完成作品のみによる評価 ではなく、多様な評価方法 と評価場面 による多角的

な評価の実施

③ 生徒が 自由に記述するようなワークシー トや、自己評価 シー トの活 用

④ 評価の根拠 となる評価情報の記録 と蓄積

@美 術における 「分かる授業」

美術 における[確 かな学力]を 育むための、 「分 かる授業」をつ くりあげてい くことが重要

であ る.

表現活動における自己実現 の喜びは、決 して外か らの強制力に対す る対応的な行動 としてでは

な く、主体的で 自分 らしい表現行動の中で、自分 自身の 良さや 可能性を発揮 しなが ら、実感 され

るものである。美術における 「分 かる授業」 とは、す なわち、表現活動 ・鑑賞活動 の喜びや楽 し

さ、美術にお ける資質や能力の高ま りや深ま りを、生徒 自らが実感 しなが ら取 り組む ことのでき

る授業の ことであ り、 このよ うな魅力あ る授業づ くりを、指導内容 ・指導方法の様 々な工夫や 、

外部の人材や施設の活用等によって、いかに行ってい くかが重要な課題 である。
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